
新学術領域研究 領域代表者からの報告  

１．研究領域の目的及び意義 

【領域番号】４００２ 【領域略称名】顔認知 

【領域代表者（所属）】柿木隆介 （自然科学研究機構生理学研究所） 

 

近年、心理学、脳科学、基礎医学、臨床医学、工学、情報学などの幅広い分野で、「顔認知

機能」の研究が非常に盛んになってきた。顔認知は言語認知と並んで、人間が社会生活を送る

上で最も重要な機能と考えられるようになってきたからである。実際、顔認知機能の障害は社

会生活に歪みをきたすだけでなく、教育現場においても様々な問題を生じている可能性があ

る。特に自閉症の子供達や、引きこもりなどの状況に陥る学童での顔認知機能の障害の可能性

が指摘されている。また、ゲームなどに多くの時間を費やし、対人関係にかける時間がだんだ

ん短くなっている現代の子供達においての、顔認知機能の発達障害、例えば相手の表情から気

持ちをうかがい知る能力の低下、などの可能性も重要な問題となりつつある。 

しかし、これまでは、人文系研究者（心理学等）、基礎医学者、臨床医学者、脳科学者、認

知科学者、工学者が一同に会して、一つの大きな研究テーマに取り組んできた例は非常に少な

く、本領域の研究の発展が、今後の学際的研究の模範的な例になれば、その効果は極めて大き

いと考えられた。 

本研究領域の主要目標は、顔認知の発達過程を詳細に解明すること、顔認知が社会生活にお

ける役割を考察すること、顔認知障害の原因解明とその治療法の開発を行うこと、顔認知に関

連する脳内部位の特定を行うこと、であった。そして、得られた研究成果を社会に還元するこ

と、特に教育現場における様々な問題の解決の一助となること、が最終的な目標であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


